
（法第28条第1項関係）

１　事業の成果（○数字を事業番号とする。）

２　事業の実施に関する事項

（１）特定非営利活動に関する事業

定款の事業名 事業内容 実施日時 実施場所
従事者
の人数

受益対象者の範囲
及び人数

支出額
（千円）

【事業番号①】
（１）（２）ユネ
スコ世界文化遺産
登録に向けた学術
調査事業/ユネスコ
世界の記憶登録に
向けた学術調査事
業
（６）国登録有形
文化財（建造物）
及び国指定史跡の
登録に向けた学術
調査事業

ロードマップ（2019年4月1日～2022年3月31日）進
捗管理・学術調査事業

※長島愛生園歴史的建造物保存検討ワーキング・
グループと連携したロードマップ委員会の開催を
含む。①及び②はオンライン開催。
・2021年5月20日　合同会議①
・2021年10月7日　合同会議②
・2022年2月14日　③

R3.4～R4.3

長島愛生園
法人事務所
瀬戸内市
東京都

オンライン

20人
法人会員

瀬戸内市民
37000人

388

【事業番号②】
（１）ユネスコ世
界文化遺産登録に
向けた学術調査事
業
（６）国登録有形
文化財（建造物）
及び国指定史跡の
登録に向けた学術
調査事業

【事業番号③】
（１）ユネスコ世
界文化遺産登録に
向けた学術調査事
業
（６）国登録有形
文化財（建造物）
及び国指定史跡の
登録に向けた学術
調査事業

国指定史跡学術調査報告書（案）作成を含む、長
島愛生園保存活用ビジョン（案）作成事業
※長島愛生園歴史的建造物保存検討ワーキング・
グループと連携。

R3.4～R4.3

長島愛生園
邑久光明園
法人事務所
瀬戸内市
東京都

オンライン

20人
法人会員

瀬戸内市民
37000人

3,991

長島愛生園「収容桟橋」「監房跡」保存活用
（案）策定事業（最終年度）
※長島愛生園歴史的建造物保存検討ワーキング・
グループと連携。

R3.4～R4.3

長島愛生園
法人事務所
瀬戸内市
東京都

オンライン

20人
法人会員

瀬戸内市民
37000人

3,981

④瀬戸内市クラウド・ファンディング型ふるさと納税「後世に伝えたい、ハンセン病の歴史」事業として、ユネスコ世界の記憶登録を
目指した長島愛生園所蔵史資料脱酸性化処理及びその他の保存処置事業と邑久光明園入所者証言映像24本への英語字幕挿入事業を実施
し、事業実施報告書を寄附者へ郵送した。
⑤新型コロナウイルス感染拡大を受け限定的とはなったが、新規の会員や寄付の獲得を目指した講演会を実施した。
⑥オリジナル啓発品をオンラインショップBASEや、瀬戸内市ふるさと納税返礼品として販売した。
⑦会員及び瀬戸内市ふるさと納税寄附者に2020年度年次報告書及び会報誌（2回）を作成・郵送し、法人の取り組みに関する情報提供に
努めた。
⑧新型コロナウイルス感染拡大を受け、世界遺産登録に向けた啓発交流を促進するイベントは開催できなかった。

令和3年度事業報告書

令和3年4月1日から令和4年3月31日まで

特定非営利活動法人ハンセン病療養所世界遺産登録推進協議会

  ①本年度（第5期）も2019年3月に策定した「ユネスコ世界文化遺産及び世界の記憶（世界記憶遺産）登録に向けたロードマップ
（2019年度～2021年度）」の進捗管理及び学術調査の3年目（最終年度）を実施した。長島愛生園歴史的建造物保存検討ワーキング・グ
ループと連携し、「長島愛生園歴史的建造物等保存対象リスト」の厚生労働省健康局への提出を支援した。また、昨年度までに引き続
き、長島愛生園機関誌「愛生」に掲載されている園内建造物等に関する「場所の記憶」のリスト化を進め、既存発刊物の記載から長島
愛生園「年表」及び「建造物等履歴」に関する情報をリスト化する作業に着手し、悉皆調査の準備を開始した。
　①から派生する個別事業として、以下②から④を実施した。
　本年度中も新型コロナウイルスの感染拡大が続いたため、リアルなイベントは⑤講師派遣依頼に基づく講演会への出張（県内4会場6
回）に限定した。
　2023（令和5）年度以降の安定的な財政基盤に基づいた事業継続に向けて、一般寄付金は本年度予算額を確保したが新規会員の大幅な
増加は達成できなかった。
　全ての事業を通じて、ハンセン病問題への正しい理解の普及啓発と回復者等の名誉回復に努めた。

②国立療養所長島愛生園「収容桟橋」「監房跡」の保存修復・整備活用に向けた基礎的調査事業（2年計画）の2年目を実施し、具体的
な保存活用策の提案と整備に係る見積金額の提示を含めた基本設計を策定した。一連の調査の様子を記録動画としてYouTubeに公開し
た。
③長島愛生園歴史的建造物保存検討ワーキング・グループと連携し、2021（令和2）年度中に該ワーキング・グループが承認した基本方
針に基づき「長島愛生園保存活用ビジョン」（案）を作成した。
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（法第28条第1項関係）

定款の事業名 事業内容 実施日時 実施場所
従事者
の人数

受益対象者の範囲
及び人数

支出額
（千円）

【事業番号④】
（２）ユネスコ世
界の記憶登録に向
けた学術調査事業
（４）ユネスコ世
界文化遺産及び世
界の記憶登録に向
けた啓発交流促進
事業

瀬戸内市クラウド・ファンディング型ふるさと納
税「後世に伝えたい、ハンセン病の歴史」事業
※長島愛生園所蔵史資料脱酸性化処理その他の保
存処置事業
※邑久光明園入所者証言映像24本への英語字幕挿
入事業
※事業実施報告書の寄附者への郵送を含む。

R3.4～R4.3

長島愛生園
邑久光明園
法人事務所
瀬戸内市
さいたま市
オンライン

5人
法人会員

瀬戸内市民
37000人

3,615

（３）歴史的建造
物・史跡等を保存
し、広く世界に対
する社会的人権教
育の場を提供する
事業
（４）ユネスコ世
界文化遺産及び世
界の記憶登録に向
けた啓発交流推進
事業

啓発イベント事業（朗読会）
※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、未実
施

未実施 未実施 - - 0

（５） （１）から
（４）の達成を目
指す国際的な取り
組みを推進する事
業

未実施 未実施 未実施 - - 0

（７）ハンセン病
患者に対する隔離
政策の歴史を地域
の歴史として検証
する事業

未実施 未実施 未実施 - - 0

【事業番号⑤】
普及啓発及び会員獲得を目的とした理事等による
講演会

R3.4～R4.3
岡山県内
オンライン

1人
参加者
200人

49

【事業番号⑥】
啓発品の販売（BASE、ふるさと納税）

R3.4～R4.3
国内
web

2人
法人会員
購入者
200人

15

【事業番号⑦】
会報誌（年2回）、年次報告書の作成及び配布（会
員・ふるさと納税寄附者）

R3.4～R4.3 法人事務所 2人
法人会員

一般配布先
1000人

723

※支出額にはそれぞれの事業に係る事務量を基準とし、瀬戸内市職員派遣負担金（事業）250万円及び臨時雇賃金（事業）214,968円を配賦した。 12,762

（８）その他、本
法人の目的を達成
するために必要な
事業

2 / 2 ページ


